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ジョンソンコントロールズは、お客様の重要な事業や活動を支える

信頼できるパートナーです。

高度な熱管理技術、ミッションクリティカルなビルシステム、

エネルギー効率向上と脱炭素化を通じて、社会に不可欠な施設の

安定運営と持続可能な成長に貢献しています。

世界中の現場で培った知見と技術力を活かし、お客様とともに

未来につながる成果を創出していきます。



ジョンソンコントロールズ株式会社
代表取締役社長  卜部　学

ごあいさつCreating the conditions that 
power the future

                            

ジョンソンコントロールズは、熱管理、ミッションクリティカルなビルシステム、エネルギー効率向上、脱炭素化を推進する

グローバルリーダーです。 人々の暮らしや社会を支える重要な施設の安全性、快適性、効率的な運営を支えています。 

データセンター、医療施設、製薬産業、先端製造業など、社会に不可欠な施設において、高度な技術とサービスを通じて

お客様の事業継続、生産性向上、持続可能な成長の実現に貢献しています。

ジョンソンコントロールズは、電気式室内サーモスタットの発明をきっかけにアメリカで創業した、

140年の歴史を誇る企業です。 私たちは、人々の暮らしや社会の発展に欠かせない施設や空間において、

安全で安定した環境を実現することを使命としています。 先進技術とライフサイクルサービス、

そして現場力を強みに、お客様の目標達成と持続的な成長を支え、社会の発展に貢献してまいりました。 

当社ではお客様の成功を起点に考え、多様な専門性を持つ社員が一つのチームとして協働しています。

一人ひとりが主体的に行動し、変化を恐れず挑戦を続けることで、お客様の期待を超える価値の創出を

追求しています。

また、お客様が直面する複雑な課題に対しては、技術とサービスを組み合わせた最適なソリューションを

提供しています。 設計から導入、保守、運用まで一貫して支援することで、お客様の重要な事業や活動を支える信頼

できるパートナーとして、ともに課題解決を進めてきました。

日本では1971年に事業を開始して以来、自動制御システムの設計から、施工、メンテナンスまでを

ワンストップで提供できる数少ない事業者として、多くのランドマークを支えています。 私たちはこれからも、

お客様と社会にとって欠かせないパートナーとして、変化する時代のニーズに応えながら、持続可能な社会の

実現に貢献してまいります。

どうぞご支援賜りますようお願い申し上げます。

人と社会の可能性を支える環境を創る
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計画、設計、施工、保守、改修といったビルのライフサイクル全般で、建物の運用効率やコストを最適化し、
サスティナビリティ目標を達成に導くビルソリューションを提供しています。

建物のライフサイクル全体を通じたパフォーマンスの最適化

様々な施設でスマートで安全かつ健康的、そして持続可能な空間を実現

One- stop Solution
改修

保守

計画・設計

施工

●データ収集と活用プラン
●スペースの最適化と再構築
●エネルギー効率化
●オペレーション効率化
●システム構築
●ビルオートメーションシステム
●システムインテグレーション

●戦略的コンサルティング
●ポートフォリオ管理

●メカニカルサービス
●保守・メンテナンス
●エネルギーサービス
●デジタルソリューション

●空調設備機器
●自動制御
●セキュリティ

建物のライフサイクルコストのうち、建設費はわずか4分の1にすぎません。残りは全て管理費、運営費、保全費が占めています。

患者の治癒と
医師の治療環境を整備

ヘルスケア
コネクテッドなファン体験

スポーツとエンター
テインメント

旅行体験の向上

空港

より優れた
学習体験を支援

キャンパス
よりスマートで効率的でレジ
リエントなデータセンター

データセンター
高効率で 
フレキシブルな建物

商業ビル

研究環境の整備

ライフサイエンス
学習効果を高める空間

学校
よりスマートで
サスティナブルな都市

都市

1883年
創業者のウォーレン・ジョンソンによって世界初の電気式室内サーモスタットが発明され、
建物の自動制御技術の礎を築きました。

現在
高度な熱管理技術とビルシステムを、データセンター、医療施設、製薬産業、先端製造業など
の社会を支える重要な施設において提供し、お客様の事業継続、エネルギー効率向上、脱炭
素化の実現を支援しています。

これから
AIの進化や産業構造の変化により、社会にとって重要な施設にはこれまで以上に高い性能と効率性が求められています。 当社は
長年培ってきた技術と知見、そして最新のテクノロジーを活用し、持続可能でレジリエントな環境づくりを通じて、お客様とともに
社会の未来を支えていきます。

わたしたちのよりどころ
ジョンソンコントロールズの行動規範 Winning Behaviors
「Winning Behaviors」は当社における意思決定、協働、そして成果を上げるための指針となる基準です。

140年以上続く建物のイノベーション

AIインフラの急速な拡大に伴い深刻化する電力やデータセンター容量の制約に対応すべく、冷却効率の向上、熱負荷の最適
化、そして安定したパフォーマンスの維持を実現します。

社会的重要性の高い施設に求められる温度・湿度などの高精度な制御を通じて、安定した環境を維持。 運用リスクを低減し、
複雑で高負荷なシステム環境下の安定稼働を支えます。

エネルギー価格の高騰や需要変動に対応し、エネルギー消費と運用コストを削減するとともに、施設全体のパフォーマンス
向上を支援します。

AI社会の発展を支援

ミッションクリティカルな環境の実現

エネルギー効率向上による脱炭素化の推進

Results that really matter  未来につながる成果を

ジョンソンコントロールズは熱管理、ミッションクリティカルなビルシステム、エネルギー効率の向上と脱炭素社会の実現
を推進するグローバルリーダーです。

ジョンソンコントロールズについてOur Company

大切なことに
フォーカス

1つの
チームとして
勝利を掴む

結果を
決めるのは
自分たち

毎日さらに
上を目指す
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広範で包括的な製品ラインナップで
建物内の多様なシステムを
シームレスにつなげます 

Metasysビルオートメーションシステム
施設の規模に合わせて3種のラインナップで提供する当社の
Metasysシリーズは、あらゆるシステムと連携できるオープンシス
テムとシンプルで直感的なユーザーインターフェースが特徴です。
接 続 性、拡張 性を維 持しながら、米国政 府 情 報 処 理 標 準
FIPS140-2 Level1に準拠し、業界最高クラスの堅牢性を実現して
います。

自動制御機器
コントロールパネル、サーモスタット、フィールドコントロー
ラー、センサー、バルブ、アクチュエーターなど多様な機器を
豊富なラインナップでご用意しています。 施設の用途や制御
の目的にあわせた最適なシステムを構築することで、安全で
快適、高効率でインテリジェントな自動制御を実現します。

HVAC空調冷熱機器
世界トップレベルのシェアを持つYORKブラン
ドのターボ冷凍機をはじめ、各種チラー、コン
ピュータールーム空調機、VRF製品など、世界水
準の省エネ、省コスト、さらにはCO2排出量削減
も実現する、環境にやさしい空調冷熱機器を各
種とりそろえております。

産業用冷凍機
世界中で高い評価を受けているSABROE、Frickブランドをはじ
めとした当社の産業用冷凍システム製品群は、プラントや工場の
みならず、船舶でも多くご利用いただいています。 環境負荷の低
い冷媒を使用し、省エネ性能や環境性能は世界標準です。

セキュリティ管理システム
施設内のセキュリティレベルや設定の要件にあわせ、アクセス制御や侵入防止のため
のセキュリティシステムを、豊富なラインナップから最適なシステム構成でご提案しま
す。 もちろんビルオートメーションシステムに接続し、一元管理することも他のビジネ
スシステムとの連携も可能です。

グローバルブランド
ジョンソンコントロールズの安全で高効率、さらに環境にやさしくサスティナブルな未来を実現する多様な製品
ブランドファミリーは世界中で親しまれており、その広範なラインナップは、他に類を見ません。

ワイヤレスシステム
920MHz帯無線ネットワークシステムを採用し、よりつながりやすく安定
した無線環境で様々なセンサーをビルオートメーションシステムに接続
できるようになりました。 省スペース、省施工できめ細やかなモニタリン
グ、省エネに貢献します。

当社の製品Our Products
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保守管理サービス
年間保守契約に基づいたメンテナンスを行うことによっ
て、ビルを利用する皆様の快適環境を守るとともに、ライ
フサイクルコストを低減させます。また、クラウドを活用し
た空調制御機能の遠隔診断を行い、ビルの価値を高めま
す。

OpenBlueについて
建物のパフォーマンスを最適化する
OpenBlueは、コネクテッドテクノロジー、
専門知識、サービスによるエコシステムが
確立されたデジタルソリューション
パッケージで、コストを抑えながら、
安全で健康的かつ持続可能な全く新しい
スマートビルを実現します。

OpenBlueブランドの代表的なソリューション

OpenBlue RDR（OpenBlue Remote Diagnostics and 

Reporting）

ビルオートメーションシステムを通じて、設備機器の稼
働状況など的確かつ精度の高いデータを連続的に収集
し、データドリブンなデジタル診断を行い、診断レポート
を作成します。

OpenBlue Enterprise Manager
建物に関連するあらゆるデータをリアルタイムに収集、
分析することで、健康的な室内環境とエネルギー効率を
評価します。改善すべき問題を特定し、フラグを立て、最
適化のためのアクションを推奨します。

OpenBlueでできること
建物のパフォーマンスに関連するあらゆる
データを目的に合わせて活用し、最適な
運用を実現します。
さらに、建物の内外のデータをIoTやAIを
通じて活用することで、データドリブンな
運用管理を行うことができます。

OpenBlueが提供する価値

安定稼働と信頼性を確保 運用コストの削減 エネルギー削減と
サスティナビリティの向上

資産寿命の延長

システムのライフサイクル全体を通じて資産価値を向上

運用・整備サービス
ビルの運用にかかるライフサイクルコストのうち75%は、
建物を維持していくためのランニングコストであり、建築
設備の劣化を最低限に抑えるべく総合的な運用管理サー
ビスと専門的な保守で細やかにケア。ビル運用の効率化と
資産価値の向上を実現します。

省エネソリューション
ビルオートメーションシステムの省エネルギー更新や
BEMS導入、ビル全体の省エネルギー化をトータル提案す
る設備改修やESCO事業、エネルギーマネジメント事業を
通じた助成制度の活用など、省エネ診断から設計、施工、運
用までワンストップで提供します。

リモートサービス
ROC（リモートオペレーションセンター）では、お客様の施
設を24時間、365日遠隔監視し、モバイル・PCでのアラーム
管理やビルオートメーションシステムの遠隔操作など施設
パフォーマンスを最大にする様々なサービスを提供しま
す。

長年のビルシステムインテグレーションの知見を活かし、
お客様のニーズに応じたサービスとソリューションを提供いたします

当社のソリューションOur Solution
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AIを活用した未来型インテリジェントオフィス

日本橋再生計画におけるエネルギーレジリエンスの強化を
ビルオートメーションシステム「Metasys」「BilWorks」で実現支援

Bee'ah本社屋 アラブ首長国連邦（UAE）シャルジャ首長国

拡張性が高く省エネで快適なテナントビル

環境マネジメント企業であるBee’ah社は、世界のモデルケースとな
るような、生産性を最大限に高める未来型のインテリジェントオ
フィスを建設、持続可能な未来を創造することを目指しています。 こ
の社屋では、IoT、ビッグデータ、クラウド、Al、ニューロ言語プログラ
ミング（NLP）といった先端技術を活用しています。

炭素排出量0%に加え、使用水量20%削減、エネルギー使用量5%
削減を目標として掲げています。

エネルギーの効率化

AI技術を活用し、ビル設備管理、セキュリティシステム、人事関
連システムが相互接続されています。

生産性の向上

テクノロジーを活用し、従業員の満足度を20%向上させます。
エクスペリエンス向上

100%再生可能エネルギーの大学キャンパス
ハワイ大学コミュニティカレッジ 米国 ハワイ州

ハワイ大学コミュニティカレッジはサスティナビリティを重視。現
地で100%再生可能エネルギーを生み出し、蓄電する米国初のキャン
パスとして米国最大の分散型エネルギープロジェクトを展開してい
ます。 当プロジェクトは日除けテント、照明、その他の施設の改良を
通して消費エネルギー効率を改善しながら実行されています。

省エネ改修工事と再生可能エネルギーソリューションにより、
8,000万ドルのコスト削減に成功しました。

コスト削減

4つのキャンパスでエネルギー使用量平均80%以上削減を
達成しました。

効率性の向上

サスティナビリティ教育プログラムを提供し、学生の学びを
サポートしています。

エクスペリエンス向上

日本橋室町三井タワー 日本 東京

日本橋室町三井タワーのオフィスフロアには
当社のMetasysビルオートメーションシステ
ムが採用され、メーカーの異なる多様なシステ
ムを一元管理しています。 また、タワー地下に
は地域一帯のエネルギー管理を担う日本橋エ
ネルギーセンターがあり、当社の最も堅牢な監
視システムであるBilWorksが採用され、エネ
ルギーの安定供給と災害に強い街づくりに貢
献しています。

災害時でもエリア一帯の安定したエネルギー供給を
持続できる体制を構築。

高いエネルギーレジリエンス

オープンシステムを活用し、設備システムの垣根を越
えたシステムインテグレーションを実現。

快適な環境の実現

エネルギーの見える化

テナント様への正確でスムーズな光熱費課金を実現。

あべのハルカス 日本 大阪

高さ300mを誇る高層ビル「あべのハルカス」
は、メーカーにとらわれず優れた製品を導入
し、自由に組み込める拡張性、将来性、柔軟性の
高いビルシステムの構築をミッションとして
いました。 当社はオープンプロトコルを採用
した拡張性の高いビルオートメーションシス
テムを構築し、巨大ビル内での計測ポイントを
多く設け、細かなエネルギーの見える化を実
現、省エネやCO2削減に貢献しました。

ビル全体のCO2排出量を年間で5,000トン、一般的な
ビルと比べて25%削減の目標を掲げます。

高いエネルギー効率

オープンシステムの活用で各社設備をスムーズに統合
し、ビルの資産価値を維持・向上します。

優れた柔軟性

計量ポイントを多く設置しデータを日々蓄積。
「見える化」を通して省エネ意識を高めます。

エネルギーの見える化

グローバル標準のデータセンター
大手ハイテク企業 米国 カリフォルニア州 シリコンバレー

クリティカルな環境下では、高い安全性、信頼性、応答性が欠かせませ
ん。 当社のセンター・オブ・エクセレンスは最先端のテクノロジー企業
と協働し、より迅速な展開、高度なセキュリティ、最先端の冷却システム
と防火に特化したシステムを提供します。 当社の統合ソリューション
は現代、そして未来のデータセンターを支え、お客様の効率性、サイバー
セキュリティ、サスティナビリティにおける目標達成を支援します。

速度と標準化を優先しながらも最高の運用パフォーマンスを実
現し、高い投資利益率を確保します。

収益の増加

業界をリードするHVACテクノロジーにより、エネルギーを最大
30%削減し、pPUE1.1未満を達成します。

エネルギー効率の改善

サイバーフィジカルセキュリティ統合ソリューションにより、
様々なセキュリティリスクから保護します。

セキュリティの強化

安全で効率的な空港
ヒースロー空港 イギリス ロンドン

ヒースロー空港のミッションは旅行者や職員の安全を確保すること
です。当社の統合ソリューションはセキュリティを強化し、旅行者の
快適な旅と、より費用対効果の高い運用を実現しています。 空港全体
を管理して安全の守られているエリアへの無許可侵入を防ぎ、空港
内の通過地点を通る乗客、訪問者、荷物の流れを管理しています。

シームレスなアクセス制御で、空港のクリティカルなセキュリ
ティ課題に対応します。

セキュリティの強化

24時間365日旅行者の安全を守り、年間3,000万人に及ぶ乗客
の効率的な流れを管理しています。

生産的な環境

14のインターロックドアを制御することで国際線と国内線の
乗客を分け、安全性を確保しています。

効率的な動線

国内導入実績

［大型複合施設］
赤坂サカス
あべのハルカス
渋谷サクラステージ
渋谷ストリーム
JPタワー名古屋
東京ステーションシティ グラントウキョウ
東京ドームシティ
東京ミッドタウン
中之島フェスティバルタワー
日本橋室町三井タワー
MIYASHITA PARK
六本木ヒルズ

［商業施設］
表参道ヒルズ
クルーズ客船「飛鳥Ⅱ」
髙島屋新宿店
東京駅一番街（八重洲）
横浜赤レンガ倉庫1号館、2号館
横浜ベイクォーター

［医療施設］
足利赤十字病院
介護老人保険施設ヴィラかのや
群馬県立がんセンター
国立循環器病研究センター
兵庫県立はりま姫路総合医療センター
東京女子医科大学八千代医療センター
東京大学（本郷）医学部附属病院
東北大学医学部附属病院
富山赤十字病院
横浜市立大学付属病院
JCHO大阪病院

［オフィスビル・庁舎］
有明フロンティアビル
飯田橋グラン・ブルーム
茨城県警察本部庁舎
宇都宮市庁舎
オムロン（株）野洲事業所
金沢区総合庁舎
ゲートシティ大崎
新丸の内ビルディング
電通汐留本社ビル
水戸市本庁舎
日本橋三井タワー
三田ベルジュ
横浜グランゲート
讀賣テレビ放送新社屋

［教育・文化施設］
江戸東京博物館
大阪府立中央図晝館
京都水族館
国土交通省国土交通大学
国立アイヌ民族博物館
国立新美術館
東京都立大学
専修大学生田キャンパス
中央大学
千葉工業大学
鉄道博物館
東京都現代美術館
日本大学法学部
富士市文化会館
モード学園コクーンタワー
モード学園スパイラルタワー

［生産・研究施設］
シスメックス(株) テクノパークイーストサイト
電源開発EAGLEプラント
道新総合印刷本社工場
ヤマザキマザックマニュファクチャリング(株)いなべ製作所
JCRファーマ神戸サイエンスパークセンター

［宿泊施設］
エクシブ湯河原離宮
東京ベイコート倶楽部ホテル＆スパリゾート
フォーシーズンズホテル大阪

［インフラストラクチャ］
大阪航空局中部空港事務所
関西国際空港
JR東京、品川、新横浜、仙台ほか主要駅・駅ビル

［コミュニティ施設］
国際展示場ビッグサイト
埼玉スタジアム2002
幕張メッセ
米子コンベンションセンター ビッグシップ

［スマートシティ］
柏の葉スマートシティ
北九州スマートコミュニティ創造事業

［データセンター］
デジタルリアルティ 大阪第二センター（KIX11）

世界の超高層ランドマークの90％以上に当社のソリューションが
導入されています

導入事例Customer Cases

モード学園コクーンタワー

東京都現代美術館

関西国際空港

足利赤十字病院
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実現と成果

専門集団がアクションと成果を
トラッキングしています

�,���万
メトリックトン以上
お客様のCO�排出削減量

��億米ドル
お客様のエネルギーコストと
オペレーションコスト削減額

��,���時間
����年のボランティア活動時間

CDP2024
最高評価の「Aリスト」に選定

BUILTWORLD2024
「グローバルイノベーター」に選出

FTSE4Goodインデックス
FTSEラッセルエンバイロメント

オポチュニティ100 インデックス 認定

EcoVadis社
サスティナビリティ評価で
「ゴールド」獲得

ISS ESG
コーポレートESGパフォーマンスの

「プライム」獲得

MSCI
ESGレーティング
「AA」獲得

エシスフィア社
「世界で最も倫理的な企業2026」

19回選定

プリンス・オブ・ウェールズ殿下の
「テラカルタ勲章」獲得

国連グローバル・コンパクト
Global Compact 100 認定

��拠点
����年埋立ゴミゼロの製造拠点数

EPA気候リーダー
プログラムに参加し、
最初のサスティナビリティ
レポートを発行

国連グローバルコンパクトの
初期加盟企業の1社として署名

����年 ����年 ����年 ����年 ����年 ����年 ����年

「Forbes多様性に優れた企業」に
初選定、2022年にも再び
選定されました

コーポレートナイツ社の「世界で最も持続
可能な100社」において、業界グループ第1位に
ランクイン。  EcoVadis社のサスティナビリ
ティ評価で最高位「プラチナ」を獲得

世界で最も倫理的な企業
として初選定。
2026年までに
19回選定されています

2020年に米国で企業として
初めてグリーンボンドを発行

CEOとエグゼクティブチーム
に対し持続可能性と多様性の
パフォーマンス目標を設定

収益の50%以上がクリーン
経済に貢献し、R&Dの75%
以上を持続可能な製品と
ソリューションに投資

���万時間 平均��.��時間
����年に従業員がスキルアップや自己啓発に充てた時間

ジョンソンコントロールズにおいて、サスティナビリティは創業当初からビジネスの中心であり、
すべての活動の基盤となっています。事業活動を通じて、温室効果ガスの削減など環境負荷を低減するだけではなく、
お客様とともに新たな市場機会を開拓し、健全な財務体制を構築します。
さらに、地域コミュニティとの連携を通じて発展に寄与することで、より良い未来の実現を推進しています。

当社では異なる部門の専門家が集まり構成されたサスティナビリティ
カウンシルを設置、7つの指標で年ごとの目標を達成し、サスティナビ
リティへの取り組みを進めるための長期的な戦略を立てています。
また、当社のガバナンスカウンシルは、サスティナビリティ戦略やその
達成度の評価が社内で整合性を保つよう努めています。 エグゼク
ティブ委員会や取締役会とも密に連携し、サスティナビリティに関す
る情報開示も積極的に行っています。

健康と安全なくしてビジネスの
成功はありません
ジョンソンコントロールズにおいて従業員および協力会社の皆さん、
および地域コミュニティの安全と健康は最優先事項です。当社は安
全・健康・環境の3つの側面から人にも地球環境にも優しい行動やマ
インドを促す「ゼロ・ハーム ビジョン」を掲げています。2024年には
グローバル全社のEHS組織を変革し、国や地域ごとの制度や法律、業
界の慣習を遵守しながら、健康で安全な職場環境づくりを推進できる
体制を整備しました。 こうした取り組みを通じて、2017年と比較して
2025年の記録災害度数率は42％低減しました。

第三者認証

スマートで安全かつ健康的、そして持続可能な未来の実現に向けて

サスティナビリティへの貢献Dedication to Sustainability
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Johnson Controls Japan

JAPAN
1971

鷺宮ジョンソンコントロールズ設立

1989
横河ジョンソンコントロールズに

社名変更

2005
笹塚に本社移転

1985
日本ジョンソンコントロールズに
社名変更

2002
ジョンソンコントロールズに
社名変更

2021
日本法人設立50周年

Johnson Controls International
GLOBAL

社名 ジョンソンコントロールズインターナショナルPIc.
設立 1885年
売上 236億米ドル（2025年度）
従業員数 約90,000人（2026年1月現在）
上場 ニューヨーク証券取引所（シンボルティッカー JCI）
経営陣 ヨアキム・ワイデマニス（会長兼最高経営責任者）
 スーザン・ヒューズ（バイスプレジテント兼アジア太平洋地域担当社長）

事業内容 高度な熱管理技術とビルシステムを、データセンター、医療施設、
 製薬産業、先端製造業などの社会を支える重要な施設において
 提供し、お客様の事業継続、エネルギー効率向上、脱炭素化の
 実現を支援しています。 

本社 グローバル本社
アイルランド、コーク

グローバル本社ビルは、アイルランドで
最もスマートなビルです。 このスマート
ビルは当社が提供する幅広いビルテク
ノロジーポートフォリオを実装し、お客様
に実際に体感いただくことができます。

北米本社
米国、ウィスコンシン州

米国ウィスコンシン州グレンデールにあ
る北米本社は、グリーンビル協会のLEED
プラチナ認証を取得する多様性に富んだ
省エネ性能の高いグリーンビルとなって
おり、数多くの賞を取得している顧客向け
ショーケースプログラムを備えています。

アジアパシフィック本社
中国、上海

最先端技術を駆使し2017年に竣工し
た社屋は、自社のソリューションや製品
がフルに組み込まれ、エネルギーと水
を大幅に節約しながらより快適な環境
を実現しており、中国で初めて3つのグ
リーンビル認証を同時に取得しました。

・CDPの「Aリスト」に選定（2025年CDP）
・「loTデジタルプラットフォームリーダー」に認定（2024年 Verdantix）
・「世界で最も倫理的な企業2025」に19回選出（2026年 ETHISPHERE）
・「The Best Companies for Future Leaders」に選出（2026年 TIME）
・「ESG業界トップクラス」評価獲得（2024年 Sustainalytics）
・「世界で最も賞積される企業」に選出（2026年 FOURTUNE誌）
・「ゴールドメダル」評価獲得（2026年 Eco Vadis）
・「Change the World」に3回選出（2025年 FOURTUNE誌）

社外認証・
受賞

1883
ウォーレン・ジョンソン教授が世界初の

電気式室内サーモスタットを発明
室温制御産業を創出

1901
ウォーレン・ジョンソン、

社長 就任

1912
ビル制御事業に経営を特化

1934
室内の環境に応じて室温を調整する
「ジョンソン・デュオスタット」を常設

1956
空気圧式制御センターを開発
施設内の温度制御装置の
全てを1ヵ所で監視可能に

1974
社名をジョンソンコントロールズに改称

2005
ヨーク・インターナショナル社買収

2015
ジョンソンコントロールズ日立空調を設立
ファシリティマネジメント部門を
CBREへ売却

2018
パワーソリューションズ事業を売却

2021
OpenBlueソリューションに
Tempered Airwallの採用を決定
デジサート社との提携を発表

2023
M＆Mカーノット社を買収
Willow社とデジタルツイン提供に向けた
グローバル提携を発表

2025
CEOに
ヨアキム・ワイデマニスが就任
創業140周年

1885
ジョンソン・エレクトリック・
サービス・カンパニー設立

1902
日本の親王邸をはじめ、
各国に室温を一定に保つ
システムを提供

1924
ビルの稼働時間外に
室温を下げる
「デュアルサーモスタット」を
開発

1940
株式を店頭公開

1972
業界初のビル制御専用
ミニコンピュータ
システムを発表

1990
「Metasys」発表

1981
売上10億ドル突破

2014
自動車電子部品部門を売却

エア・ディストリビューション・
テクノロジーズ社を買収

2016
タイコと統合、

自動車シート事業を
アディエントとして分社化

2020
OpenBlueブランドを発表

2022
FogHorn社を買収

2024
住宅および小規模商業施設向けの

HVAC事業を売却
エア・ディストリビューション・

テクノロジーズ社を売却

社名〈商号〉 ジョンソンコントロールズ株式会社
設立 1971年6月1日
従業員数 約1,400人（2026年10月現在）
代表取締役 社長　卜部　学
事業内容 建物のライフサイクルを通じた効率化を促進する中央監視、
 自動制御機器、空調冷熱機器、冷凍機、セキュリティシステム
 の設計、施工、保守、ならびに運用コンサルティングを通して、
 建物の運用最適化と安定稼働を支援しています。

旭川、帯広、函館、青森、北東北、秋田、山形、南東北、水戸、つくば、宇都宮、
高崎、千葉、印西、都心湾岸、多摩、甲府、新潟、富山、北陸、長野、静岡、浜松、
豊田、京滋、泉南、中之島、神戸、山陰、岡山、山口、四国、松山、長崎、佐世保、
熊本、鹿児島

営業所

坂東HVACサービスセンター、土浦エンジニアリング事業部、神戸IR事業所、
沖縄USC事業所、

サービスセンター・事業所

本社 151-0073 東京都渋谷区笹塚1-50-1
北海道支店 060-0034 北海道札幌市中央区北4条東2-8-2
東北支店 980-0021 宮城県仙台市青葉区中央4-2-16
関東支店 330-0845 埼玉県さいたま市大宮区仲町2-65-2
横浜支店 231-0005 神奈川県横浜市中区本町3-30-7
名古屋支店 450-0003 愛知県名古屋市中村区名駅南1-24-30
大阪支店 545-6027 大阪府大阪市阿倍野区阿倍野筋1-1-43
中四国支店 730-0037 広島県広島市中区中町7-22
九州支店 812-0039 福岡県福岡市博多区冷泉町4-20

所在地
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